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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像フレームの各１ラインの区間が、終了同期符号が挿入される終了同期符号領域と、
補助データが挿入される補助データ領域と、開始同期符号が挿入される開始同期符号領域
と、映像データおよび／または音声データからなる主データが挿入されるペイロード領域
とで構成されるシリアルディジタルトランスファーインタフェースの伝送パケットを再生
側から記録側に伝送し、
　上記ペイロード領域に、上記映像データのピクチャ単位で、当該ピクチャ単位が、編集
区間前のプリロール区間に属するか、編集区間に属するか、および編集区間後のポストロ
ール区間に属するかを示すストリーム情報を持つ付属データを含む第１のデータと、上記
主データを含む第２のデータとを挿入する第１のステップと、
　上記第１のステップで上記ペイロード領域に上記第１のデータおよび上記第２のデータ
が挿入された上記伝送パケットを、シリアル変換して伝送する第２のステップとを有し、
　上記伝送パケットを受信した記録側で上記ストリーム情報を抽出させ、ピクチャ単位が
プリロール区間に入ると動作を開始させて同期を取らせ、ピクチャ単位が編集区間に入る
と記録を開始させ、ピクチャ単位がポストロール区間に入ると動作を停止させる
　データ伝送方法。
【請求項２】
　上記ピクチャ単位が編集区間に属することを示す上記ストリーム情報は、さらに、当該
ピクチャ単位が上記編集区間の最初のピクチャ単位であるか、当該ピクチャ単位が上記編
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集区間の中間のピクチャ単位であるか、当該ピクチャ単位が上記編集区間の最後のピクチ
ャ単位であるか、および当該ピクチャ単位が上記編集区間の最初かつ最後のピクチャ単位
であるかを示す
　請求項１に記載のデータ伝送方法。
【請求項３】
　映像フレームの各１ラインの区間が、終了同期符号が挿入される終了同期符号領域と、
補助データが挿入される補助データ領域と、開始同期符号が挿入される開始同期符号領域
と、映像データおよび／または音声データからなる主データが挿入されるペイロード領域
とで構成され、上記ペイロード領域に、上記映像データのピクチャ単位で、当該ピクチャ
単位が、編集区間前のプリロール区間に属するか、編集区間に属するか、および編集区間
後のポストロール区間に属するかを示すストリーム情報を持つ付属データを含む第１のデ
ータと、上記主データを含む第２のデータとが挿入されたシリアルディジタルトランスフ
ァーインタフェースの伝送パケットが伝送され、
　上記伝送パケットを受信する第１のステップと、
　上記第１のステップで受信された上記伝送パケットより上記主データおよび上記付属デ
ータを抽出する第２のステップとを有し、
　上記伝送パケットより抽出された上記付属データ内の上記ストリーム情報に基づき、ピ
クチャ単位がプリロール区間に入ると動作を開始させて同期を取らせ、ピクチャ単位が編
集区間に入ると記録を開始させ、ピクチャ単位がポストロール区間に入ると動作を停止さ
せる
　データ受信方法。
【請求項４】
　上記ピクチャ単位が編集区間に属することを示す上記ストリーム情報は、さらに、当該
ピクチャ単位が上記編集区間の最初のピクチャ単位であるか、当該ピクチャ単位が上記編
集区間の中間のピクチャ単位であるか、当該ピクチャ単位が上記編集区間の最後のピクチ
ャ単位であるか、および当該ピクチャ単位が上記編集区間の最初かつ最後のピクチャ単位
であるかを示す
　請求項３に記載のデータ受信方法。
【請求項５】
　映像フレームの各１ラインの区間が、終了同期符号が挿入される終了同期符号領域と、
補助データが挿入される補助データ領域と、開始同期符号が挿入される開始同期符号領域
と、映像データおよび／または音声データからなる主データが挿入されるペイロード領域
とで構成されるシリアルディジタルトランスファーインタフェースの伝送パケットを再生
側から記録側に伝送し、
　上記ペイロード領域に、上記映像データのピクチャ単位で、当該ピクチャ単位が、編集
区間前のプリロール区間に属するか、編集区間に属するか、および編集区間後のポストロ
ール区間に属するかを示すストリーム情報を持つ付属データを含む第１のデータと、上記
主データを含む第２のデータとを挿入する手段と、
　上記ペイロード領域に上記第１のデータおよび上記第２のデータが挿入された上記伝送
パケットを、シリアル変換して伝送する手段とを備え、
　上記伝送パケットを受信した記録側で上記ストリーム情報を抽出させ、ピクチャ単位が
プリロール区間に入ると動作を開始させて同期を取らせ、ピクチャ単位が編集区間に入る
と記録を開始させ、ピクチャ単位がポストロール区間に入ると動作を停止させる
　データ伝送装置。
【請求項６】
　上記ピクチャ単位が編集区間に属することを示す上記ストリーム情報は、さらに、当該
ピクチャ単位が上記編集区間の最初のピクチャ単位であるか、当該ピクチャ単位が上記編
集区間の中間のピクチャ単位であるか、当該ピクチャ単位が上記編集区間の最後のピクチ
ャ単位であるか、および当該ピクチャ単位が上記編集区間の最初かつ最後のピクチャ単位
であるかを示す
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　請求項５に記載のデータ伝送装置。
【請求項７】
　映像フレームの各１ラインの区間が、終了同期符号が挿入される終了同期符号領域と、
補助データが挿入される補助データ領域と、開始同期符号が挿入される開始同期符号領域
と、映像データおよび／または音声データからなる主データが挿入されるペイロード領域
とで構成され、上記ペイロード領域に、上記映像データのピクチャ単位で、当該ピクチャ
単位が、編集区間前のプリロール区間に属するか、編集区間に属するか、および編集区間
後のポストロール区間に属するかを示すストリーム情報を持つ付属データを含む第１のデ
ータと、上記主データを含む第２のデータとが挿入されたシリアルディジタルトランスフ
ァーインタフェースの伝送パケットが伝送され、
　上記伝送パケットを受信する手段と、
　上記受信された上記伝送パケットより上記主データおよび上記付属データを抽出する手
段とを備え、
　上記伝送パケットより抽出された上記付属データ内の上記ストリーム情報に基づき、ピ
クチャ単位がプリロール区間に入ると動作を開始させて同期を取らせ、ピクチャ単位が編
集区間に入ると記録を開始させ、ピクチャ単位がポストロール区間に入ると動作を停止さ
せる
　データ受信装置。
【請求項８】
　上記ピクチャ単位が編集区間に属することを示す上記ストリーム情報は、さらに、当該
ピクチャ単位が上記編集区間の最初のピクチャ単位であるか、当該ピクチャ単位が上記編
集区間の中間のピクチャ単位であるか、当該ピクチャ単位が上記編集区間の最後のピクチ
ャ単位であるか、および当該ピクチャ単位が上記編集区間の最初かつ最後のピクチャ単位
であるかを示す
　請求項７に記載のデータ受信装置。
【請求項９】
　映像フレームの各１ラインの区間が、終了同期符号が挿入される終了同期符号領域と、
補助データが挿入される補助データ領域と、開始同期符号が挿入される開始同期符号領域
と、映像データおよび／または音声データからなる主データが挿入されるペイロード領域
とで構成され、上記ペイロード領域に、上記映像データのピクチャ単位で、当該ピクチャ
単位が、編集区間前のプリロール区間に属するか、編集区間に属するか、および編集区間
後のポストロール区間に属するかを示すストリーム情報を持つ付属データを含む第１のデ
ータと、上記主データを含む第２のデータとが挿入されたシリアルディジタルトランスフ
ァーインタフェースの伝送パケットが伝送され、
　上記伝送パケットを受信する第１のステップと、
　上記第１のステップで受信された上記伝送パケットより上記主データおよび上記付属デ
ータを抽出する第２のステップと、
　上記第２のステップで抽出された上記付属データ内の上記ストリーム情報に基づいて、
ピクチャ単位がプリロール区間に入ると動作を開始して同期を取り、ピクチャ単位が編集
区間に入ると記録を開始し、ピクチャ単位がポストロール区間に入ると動作を停止する記
録制御をして、上記第２のステップで抽出された上記主データをテープに記録する第３の
ステップと
　を有するデータ記録方法。
【請求項１０】
　上記ピクチャ単位が編集区間に属することを示す上記ストリーム情報は、さらに、当該
ピクチャ単位が上記編集区間の最初のピクチャ単位であるか、当該ピクチャ単位が上記編
集区間の中間のピクチャ単位であるか、当該ピクチャ単位が上記編集区間の最後のピクチ
ャ単位であるか、および当該ピクチャ単位が上記編集区間の最初かつ最後のピクチャ単位
であるかを示す
　請求項９に記載のデータ記録方法。
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【請求項１１】
　映像フレームの各１ラインの区間が、終了同期符号が挿入される終了同期符号領域と、
補助データが挿入される補助データ領域と、開始同期符号が挿入される開始同期符号領域
と、映像データおよび／または音声データからなる主データが挿入されるペイロード領域
とで構成され、上記ペイロード領域に、上記映像データのピクチャ単位で、当該ピクチャ
単位が、編集区間前のプリロール区間に属するか、編集区間に属するか、および編集区間
後のポストロール区間に属するかを示すストリーム情報を持つ付属データを含む第１のデ
ータと、上記主データを含む第２のデータとが挿入されたシリアルディジタルトランスフ
ァーインタフェースの伝送パケットが伝送され、
　上記伝送パケットを受信する手段と、
　上記受信された上記伝送パケットより上記主データおよび上記付属データを抽出する手
段と、
　上記抽出された上記付属データ内の上記ストリーム情報に基づいて、ピクチャ単位がプ
リロール区間に入ると動作を開始して同期を取り、ピクチャ単位が編集区間に入ると記録
を開始し、ピクチャ単位がポストロール区間に入ると動作を停止する記録制御をして、上
記抽出された上記主データをテープに記録する記録手段と
　を備えるデータ記録装置。
【請求項１２】
　上記ピクチャ単位が編集区間に属することを示す上記ストリーム情報は、さらに、当該
ピクチャ単位が上記編集区間の最初のピクチャ単位であるか、当該ピクチャ単位が上記編
集区間の中間のピクチャ単位であるか、当該ピクチャ単位が上記編集区間の最後のピクチ
ャ単位であるか、および当該ピクチャ単位が上記編集区間の最初かつ最後のピクチャ単位
であるかを示す
　請求項１１に記載のデータ記録装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
技術分野
　この発明は、映像データ、音声データ、それ以外のメタデータ等を伝送する際に適用し
て好適なデータ伝送方法、データ伝送装置、データ受信方法、データ受信装置、データ記
録方法およびデータ記録装置に関する。
【０００２】
背景技術
　ＳＤＩ（Serial Digital Interface）フォーマットは、テレビジョン工学や映像工学に
関する規格を発行するＳＭＰＴＥ（Society of Motion Picture and Television Enginee
rs）のＳＭＰＴＥ－２５９Ｍで標準化されている。このＳＤＩフォーマットは、基本的に
は、ディジタル信号規格であるＤ－１フォーマットもしくはＤ－２フォーマットを対象と
した信号の規格である。
【０００３】
　このＳＤＩフォーマットでは、限定されたメディアのデータのみを対象とした伝送しか
できない。具体的には、伝送可能なメディアとして、ビデオデータは１チャネル、ベース
バンドのオーディオデータは８チャネル程度である。そのため、ＳＤＩフォーマットは、
マルチメディア化またはマルチチャネル化等に不向きである。
【０００４】
　また、ＳＤＴＩ（Serial Data Transport Interface）フォーマットは、ＳＭＰＴＥの
ＳＭＰＴＥ－３０５Ｍで標準化されている。このＳＤＴＩフォーマットは、ＳＤＩフォー
マットの利点を活かしつつ、ＳＤＩフォーマットと部分的に共通性を保ちながら、マルチ
メディア化またはマルチチャネル化等に好適なものとなっている。このＳＤＴＩフォーマ
ットは、ベースバンド信号の伝送のための規格であり、終了同期符号（ＥＡＶ：End of A
ctive Video）および開始同期符号（ＳＡＶ：Start of Active Video）を一緒に伝送して
いる。
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【０００５】
　すなわち、ＳＤＴＩフォーマットでは、映像フレームの各１ラインの区間を、ＥＡＶが
挿入される領域と、補助データが挿入される補助データ領域（アンシラリデータ部ＡＮＣ
）と、ＳＡＶが挿入される領域と、映像データや音声データが挿入されるペイロード領域
とで構成されるシリアルディジタルトランスファーインタフェースの伝送パケットを伝送
する。
【０００６】
　このようなＳＤＴＩフォーマットによるストリーム（ＳＤＴＩストリーム）の伝送を、
ＶＴＲ編集において利用することが考えられる。ＶＴＲ編集においては、再生ＶＴＲ側か
ら記録ＶＴＲ側に対して、ＳＤＴＩストリームを伝送することとなる。
【０００７】
　ところで、ＶＴＲは、テープの駆動系等にサーボモータを利用しており、編集点におい
て直ぐに稼働することができず、サーボ等の同期のため、編集のイン（Ｉｎ）点の前に、
ある程度の準備のための助走区間であるプリロール（pre-roll）区間を必要とする。同様
に、ＶＴＲは急にテープ駆動系等を停止できないため、編集のアウト（Ｏｕｔ）点の後に
、ポストロール（post-roll）区間を必要とする。
【０００８】
　そのため、上述したＶＴＲ編集においては、再生ＶＴＲ側から記録ＶＴＲ側に対して伝
送するストリームに、編集区間の前のプリロール区間に属するか、編集区間に属するか、
編集区間の後のポストロール区間に属するかを示すストリーム情報を持たせる必要がでて
きた。
【０００９】
　この発明の目的は、例えば再生ＶＴＲ側から記録ＶＴＲ側に対してストリームを伝送し
て行うＶＴＲ編集を可能にすることにある。
【００１０】
発明の開示
　この発明に係るデータ伝送方法は、映像フレームの各１ラインの区間が、終了同期符号
が挿入される終了同期符号領域と、補助データが挿入される補助データ領域と、開始同期
符号が挿入される開始同期符号領域と、映像データおよび／または音声データからなる主
データが挿入されるペイロード領域とで構成されるシリアルディジタルトランスファーイ
ンタフェースの伝送パケットを再生側から記録側に伝送し、ペイロード領域に、映像デー
タのピクチャ単位で、当該ピクチャ単位が、編集区間前のプリロール区間に属するか、編
集区間に属するか、および編集区間後のポストロール区間に属するかを示すストリーム情
報を持つ付属データを含む第１のデータと、上記主データを含む第２のデータとを挿入す
る第１のステップと、ペイロード領域に第１のデータおよび第２のデータが挿入された伝
送パケットを、シリアル変換して伝送する第２のステップとを有し、伝送パケットを受信
した記録側でストリーム情報を抽出させ、ピクチャ単位がプリロール区間に入ると動作を
開始させて同期を取らせ、ピクチャ単位が編集区間に入ると記録を開始させ、ピクチャ単
位がポストロール区間に入ると動作を停止させるものである。
【００１１】
　例えば、ピクチャ単位が編集区間に属することを示すストリーム情報は、さらに、当該
ピクチャ単位が、編集区間の最初のピクチャ単位であるか、編集区間の中間のピクチャ単
位であるか、編集区間の最後のピクチャ単位であるか、および編集区間の最初かつ最後の
ピクチャ単位であるかを示すものである。
【００１２】
　また、この発明に係るデータ伝送装置は、映像フレームの各１ラインの区間が、終了同
期符号が挿入される終了同期符号領域と、補助データが挿入される補助データ領域と、開
始同期符号が挿入される開始同期符号領域と、映像データおよび／または音声データから
なる主データが挿入されるペイロード領域とで構成されるシリアルディジタルトランスフ
ァーインタフェースの伝送パケットを再生側から記録側に伝送し、ペイロード領域に、映
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像データのピクチャ単位で、当該ピクチャ単位が、編集区間前のプリロール区間に属する
か、編集区間に属するか、および編集区間後のポストロール区間に属するかを示すストリ
ーム情報を持つ付属データを含む第１のデータと、上記主データを含む第２のデータとを
挿入する手段と、ペイロード領域に第１のデータおよび第２のデータが挿入された伝送パ
ケットをシリアル変換して伝送する手段とを備え、伝送パケットを受信した記録側でスト
リーム情報を抽出させ、ピクチャ単位がプリロール区間に入ると動作を開始させて同期を
取らせ、ピクチャ単位が編集区間に入ると記録を開始させ、ピクチャ単位がポストロール
区間に入ると動作を停止させるものである。
【００１３】
　この発明において、ペイロード領域には、ストリーム情報を持つ付属データを含む第１
のデータと、映像データおよび／または音声データからなる主データを含む第２のデータ
とが挿入される。そのため、受信側では、ストリーム情報を利用して、例えば記録ＶＴＲ
のテープ駆動系の動作を制御できるため、ＶＴＲ編集が可能となる。
【００１４】
　この発明に係るデータ受信方法は、映像フレームの各１ラインの区間が、終了同期符号
が挿入される終了同期符号領域と、補助データが挿入される補助データ領域と、開始同期
符号が挿入される開始同期符号領域と、映像データおよび／または音声データからなる主
データが挿入されるペイロード領域とで構成され、ペイロード領域に、映像データのピク
チャ単位で、当該ピクチャ単位が、編集区間前のプリロール区間に属するか、編集区間に
属するか、および編集区間後のポストロール区間に属するかを示すストリーム情報を持つ
付属データを含む第１のデータと、主データを含む第２のデータとが挿入されたシリアル
ディジタルトランスファーインタフェースの伝送パケットを受信する第１のステップと、
受信された伝送パケットより主データおよび付属データを抽出する第２のステップとを有
し、伝送パケットより抽出された付属データ内のストリーム情報に基づき、ピクチャ単位
がプリロール区間に入ると動作を開始させて同期を取らせ、ピクチャ単位が編集区間に入
ると記録を開始させ、ピクチャ単位がポストロール区間に入ると動作を停止させるもので
ある。
【００１５】
　また、この発明に係るデータ受信装置は、映像フレームの各１ラインの区間が、終了同
期符号が挿入される終了同期符号領域と、補助データが挿入される補助データ領域と、開
始同期符号が挿入される開始同期符号領域と、映像データおよび／または音声データから
なる主データが挿入されるペイロード領域とで構成され、ペイロード領域に、映像データ
のピクチャ単位で、当該ピクチャ単位が、編集区間前のプリロール区間に属するか、編集
区間に属するか、および編集区間後のポストロール区間に属するかを示すストリーム情報
を持つ付属データを含む第１のデータと、主データを含む第２のデータとが挿入されたシ
リアルディジタルトランスファーインタフェースの伝送パケットを受信する手段と、受信
された伝送パケットより主データおよび付属データを抽出する手段とを備え、伝送パケッ
トより抽出された付属データ内のストリーム情報に基づき、ピクチャ単位がプリロール区
間に入ると動作を開始させて同期を取らせ、ピクチャ単位が編集区間に入ると記録を開始
させ、ピクチャ単位がポストロール区間に入ると動作を停止させるものである。
【００１６】
　この発明において、受信された伝送パケットより、映像データのピクチャ単位でストリ
ーム情報を持つ付属データと、映像データおよび／または音声データからなる主データと
が抽出され、ストリーム情報に基づいて、主データの記録制御が行われる。例えば、プリ
ロール区間でＶＴＲのテープ駆動系等の動作が開始されてサーボ等の同期がとられ、編集
区間で主データの記録が行われ、その後のポストロール区間でＶＴＲのテープ駆動系等の
動作が停止される。これにより、ＶＴＲ編集が可能となる。
【００１７】
発明を実施するための最良の形態
　以下、図面を参照しながら、この発明の実施の形態について説明する。本実施の形態に
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おいては、映像や音声の素材等のデータをパッケージ化してそれぞれのコンテンツアイテ
ム（例えばピクチャアイテム(Picture Item)やオーディオアイテム(Audio Item)）を生成
すると共に、各コンテンツアイテムに関する情報や各コンテンツに関するメタデータ等を
パッケージ化して１つのコンテンツアイテム（システムアイテム(System Item)）を生成
し、これらの各コンテンツアイテムをコンテンツパッケージとする。さらに、このコンテ
ンツパッケージから伝送パケットを生成して、シリアルディジタルトランファーインタフ
ェースを用いて伝送するものである。
【００１８】
　このシリアルディジタルトランスファーインタフェースでは、例えばＳＭＰＴＥで規格
化されたＳＭＰＴＥ－２５９Ｍ「10-bit 4:2:2 Component and 4fsc Composite Digital 
Signals -Serial Digital Interface」（以下「シリアルディジタルインタフェースＳＤ
Ｉ(Serial Digital Interface)フォーマット」という）のディジタル信号シリアル伝送フ
ォーマットや、パケット化したディジタル信号を伝送する規格ＳＭＰＴＥ－３０５Ｍ「Se
rial Data Transport Interface」（以下「ＳＤＴＩフォーマット」という）を利用して
、上述のコンテントパッケージを伝送するものである。
【００１９】
　ＳＭＰＴＥ－２５９Ｍで規格化されているＳＤＩフォーマットを、映像フレームに配置
した場合、ＮＴＳＣ５２５方式のディジタルのビデオ信号は、水平方向に１ライン当たり
１７１６（４＋２６８＋４＋１４４０）ワード、垂直方向は５２５ラインで構成されてい
る。また、ＰＡＬ６２５方式のディジタルのビデオ信号は、水平方向に１ライン当たり１
７２８（４＋２８０＋４＋１４４０）ワード、垂直方向は６２５ラインで構成されている
。ただし、１０ビット／ワードである。
【００２０】
　各ラインについて、第１ワードから第４ワードまでの４ワードは、ビデオ信号の領域で
ある１４４０ワードのアクティブビデオ領域の終了を示し、アクティブビデオ領域と後述
するアンシラリデータ領域とを分離するための符号ＥＡＶ（End of Active Video）を格
納する領域として用いられる。
【００２１】
　また、各ラインについて、第５ワードから第２７２ワードまでの２６８ワードは、アン
シラリデータ領域として用いられ、ヘッダ情報等が格納される。第２７３ワードから第２
７６ワードまでの４ワードは、アクティブビデオ領域の開始を示し、アクティブビデオ領
域とアンシラリデータ領域とを分離するための符号ＳＡＶ（Start of Active Video）を
格納する領域として用いられ、第２７７ワード以降がアクティブビデオ領域とされている
。
【００２２】
　ＳＤＴＩフォーマットでは、上述のアクティブビデオ領域をペイロード領域として用い
るものとし、符号ＥＡＶおよびＳＡＶがペイロード領域の終了および開始を示すものとさ
れる。
【００２３】
　ここで、各アイテムのデータをコンテンツパッケージとしてＳＤＴＩフォーマットのペ
イロード領域に挿入すると共に、ＳＤＩフォーマットの符号ＥＡＶおよびＳＡＶを付加し
て、図１に示すようなフォーマットのデータとする。この図１に示すフォーマット（以下
「ＳＤＴＩ－ＣＰフォーマット」という）のデータを伝送するときには、ＳＤＩフォーマ
ットやＳＤＴＩフォーマットと同様に、Ｐ／Ｓ変換および伝送路符号化が行われて、伝送
速度が２７０Ｍｂｐｓ等のシリアルデータとして伝送される。
【００２４】
　なお、図１において、括弧内の数字はＰＡＬ６２５方式のビデオ信号の数値を示してお
り、括弧がない数字はＮＴＳＣ５２５方式のビデオ信号の数値を示している。以下、ＮＴ
ＳＣ方式についてのみ説明する。
【００２５】
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　図２は、符号ＥＡＶおよびアンシラリデータ領域に含まれるヘッダデータ（Header Dat
a）の構成を示している。
【００２６】
　符号ＥＡＶは、３ＦＦh，０００h，０００h，ＸＹＺh（hは１６進表示であることを示
しており以下の説明でも同様である）とされている。
【００２７】
　「ＸＹＺh」は、ビットｂ９が「１」に設定されると共に、ビットｂ０，ｂ１が「０」
に設定される。ビットｂ８はフィールドが第１あるいは第２フィールドのいずれであるか
を示すフラグであり、ビットｂ７は垂直ブランキング期間を示すフラグである。またビッ
トｂ６は、４ワードのデータがＥＡＶであるかＳＡＶであるかを示すフラグである。この
ビットｂ６のフラグは、ＥＡＶのときに「１」とされると共にＳＡＶのときに「０」とな
る。またビットｂ５～ｂ２は誤り検出訂正を行うためのデータである。
【００２８】
　次に、ヘッダデータの先頭には、ヘッダデータ認識用のデータ「ＡＤＦ(Ancillary dat
a flag)」として、固定パターン０００h，３ＦＦh，３ＦＦhが配されている。この固定パ
ターンに続いて、アンシラリデータ領域の属性を示す「ＤＩＤ(Data ID)」および「ＳＤ
ＩＤ(Secondary data ID)」が配されている。この「ＤＩＤ」および「ＳＤＩＤ」には、
その属性がユーザアプリケーションであることを示す固定パターン１４０h，１０１hが配
されている。
【００２９】
　「Data Count」は、ヘッダデータのワード数を示すものであり、ワード数は４６ワード
（２２Ｅh）とされている。このヘッダデータは、図２に示すように「Line Number-0」か
ら「Header CRC1」までのデータで構成されている。
【００３０】
　「Line Number-0,Line Number-1」は、テレビライン番号を示すものであり、ＮＴＳＣ
５２５方式ではこの２ワードによって１から５２５まで映像フレームのライン番号が示さ
れる。また、ＰＡＬ方式６２５方式では１から６２５までの映像フレームのライン番号が
示される。
【００３１】
　「Line Number-0,Line Number-1」に続いて、「Line Number CRC0,Line Number CRC1」
が配されており、この「Line Number CRC0,Line Number CRC1」は、「ＤＩＤ」から「Lin
e Number-1」までの５ワードに対するＣＲＣ（cyclic redundancy check codes）の値で
あり、伝送エラーのチェックに用いられる。
【００３２】
　「Code & AAＩ(Authorized address identifier)」では、ＳＡＶからＥＡＶまでのペイ
ロード部のワード長がどのような設定とされているか、および送出側や受取側のアドレス
がどのようなデータフォーマットとされているか等の情報が示される。
【００３３】
　「Destination Address」は、データ受取側（送出先）のアドレスであり、「Source Ad
dress」は、データ送出側（送出元）のアドレスである。「Source Address」に続く「Blo
ck Type」は、ペイロード部がどのような形式とされているか、例えば固定長か可変長か
を示すものである。ペイロード部が可変長の形式であるとき、圧縮データが挿入される。
ここで、ＳＤＴＩ－ＣＰフォーマットでは、例えば圧縮されたビデオデータを用いてコン
テントアイテムを生成したときにフレーム毎にデータ量が異なることから可変長ブロック
(Variable Block)が用いられる。このため、ＳＤＴＩ－ＣＰフォーマットでの「Block Ty
pe」は固定データ１Ｃ１hとされる。
【００３４】
　「CRC Flag」は、ペイロード部ＰＡＤの最後の２ワードにＣＲＣが置かれているか否か
を示すものである。また、「CRC Flag」に続く「Data extension flag」は、ユーザーデ
ータパケットを拡張しているか否かを示している。
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【００３５】
　「Data extension flag」に続いて４ワードの「Reserved」領域が設けられる、次の「H
eader CRC 0,Header CRC 1」は、「Code & AAI」から「Reserved3」までに対するＣＲＣ
（cyclic redundancy check codes）の値であり、伝送エラーのチェックに用いられる。
「Check Sum」は、全ヘッダデータに対するＣｈｅｃｋ　Ｓｕｍコードであり、伝送エラ
ーのチェックに用いられる。
【００３６】
　次に、映像フレームのペイロード部ＰＡＤに挿入されるコンテンツパッケージについて
、図３を用いて、さらに説明する。図３は、コンテンツパッケージの基本的構成を示して
いる。
【００３７】
　各コンテンツパッケージは、それぞれが一もしくはそれ以上のエレメントからなる４つ
までのアイテムで構成される。この４つのアイテムとは、システム、ピクチャ、オーディ
オ、補助データの各アイテムである。
【００３８】
　ピクチャとオーディオのアイテムは、基本的にテレビジョンの直接の構成要素を搬送す
るストリームエレメントである。これら２つのアイテムは、たびたび専用のストレージも
しくは処理機器に送られる。補助データは、サブタイトルやテレテキストデータ等のデー
タ中心のコンテンツを搬送するために使用され、コンピュータ上で頻繁に作成され、そし
て処理されてストアされる。
【００３９】
　ディジタル配送サービスが増加した場合には、補助データタイプは、その数、ボリュー
ム、複雑さにおいて、増えていくものと予想される。最後に、システムアイテムは、タイ
ムスタンプのようなパッケージメタデータ、他の３つのアイテムの各エレメントのための
メタデータ、ダウンストリームパッケージ制御エレメントを通じて、全体としてのパッケ
ージのためのサービスを提供する。ピクチャ、オーディオ、補助データアイテムは、それ
ぞれ、例えば２５５個までのエレメントで構成できる。
【００４０】
　図１は、システム、ピクチャ、オーディオ、補助データの４つのアイテムからなるコン
テンツパッケージを、映像フレームのペイロード部に挿入したときのデータ構造を示して
いる。
【００４１】
　図４は、ＭＰＥＧ－２のＧＯＰの例を使用したコンテンツパッケージの配置（斜線部参
照）を示している。符号化されたビデオデータの各フレームは、他のデータと共にパッケ
ージ化されて一連のコンテンツパッケージが生成される。そして、ＳＤＴＩフォーマット
上で、各フレームの第１フィールドから第２フィールドへ左から右の順番にスキャンされ
て転送が行われる。この場合、各フレームのビデオデータは異なる大きさに符号化される
が、符号化された各フレームのビデオデータは、各フレーム区間に対応して伝送される。
【００４２】
　なお、各コンテンツパッケージはシステムアイテムを含まねばならず、他のアイテムの
いずれかによって完結される。システムアイテムは、コンテンツパッケージの開始点を認
識するために最初に配されている。すなわち、このシステムアイテムは、ＮＴＳＣ方式で
は第１３ラインより始まり、ＰＡＬ方式では第９ラインから始まる。また、１つのコンテ
ンツパッケージにおいて、上述した４つのタイプのアイテムのうち、一つのタイプのアイ
テムしかない場合もある。
【００４３】
　各アイテムは、図５に示すように、「Separator」で始まり、「End Code」で終わるＳ
ＤＴＩ可変長ブロックとして構成される。「Separator」は、開始同期符号ＳＡＶに続い
てすぐに始まる。「Separator」の値は「３０９h」、「End Code」の値は「３０Ａh」に
設定されている。「Word Count」は「Data Block」のワード数を示しており、「Data Blo
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ck」が各アイテムのデータである。
【００４４】
　「Data Type」はパッケージ化されているデータが、どのようなアイテムのデータであ
るかを示すものである。「Data Type」の値は、例えばシステムアイテムでは「０４h」、
ピクチャアイテムでは「０５h」、オーディオアイテムでは「０６h」、補助データアイテ
ムでは「０７h」とされる。コンテンツパッケージの始まりは、システムアイテムの「Dat
a Type」コードの検出によって行われる。
【００４５】
　なお、各ＳＤＴＩ可変長ブロックの入力フォーマットは、１０ビットワードの一部をな
すビットｂ０～ｂ７の８ビットデータである。ビットｂ８とｂ９は、「Separator」ワー
ドと「End Code」ワードのために、共に「１」に設定される。「Data Type」、「Word Co
unt」、「Data Block」の各ワード用には、ＳＤＴＩフォーマット通りに、ビット８がビ
ットｂ０～ｂ７の偶数パリティとなり、ビットｂ９が奇数パリティとなるように設定され
る。
【００４６】
　図６は、システムアイテムの構成を示している。「System Item Type」と「Word Count
」は、それぞれ上述した可変長ブロックの「Data Type」と「Word Count」に相当する。
このシステムアイテムは、ピクチャ、オーディオ、補助データの各アイテムのエレメント
のためのメタデータと共に、パッケージメタデータおよびコントロールデータを含んでい
る。
【００４７】
　このシステムアイテムは、７ワードのシステムアイテムヘッダで始まり、ＳＭＰＴＥユ
ニバーサルラベル、タイムスタンプ、パッケージ、ピクチャ、オーディオおよび補助デー
タのメタデータセット、さらにコントロールエレメントが後に続くようにされる。
【００４８】
　システムアイテムヘッダは、１ワードの「System Item Bitmap」と、１ワードの「Cont
ent Package Rate」と、「stream status」フラグ を含む１ワードの「Content Package 
Type」と、２ワードの「Channel Handle」と、２ワードの「Continuity Count」とからな
っている。
【００４９】
　「System Item Bitmap」を説明する。ビットｂ７は誤り訂正符号が加えられているか否
かを示すフラグであり、「１」とされているときには誤り訂正符号が加えられていること
を示している。ビットｂ６は、「SMPTE Universal Label」の情報があるか否かを示すフ
ラグである。ここで「１」とされているときには、「SMPTE Universal Label」の情報が
システムアイテムに含まれていることを示している。
【００５０】
　ビットｂ５およびｂ４は「Reference Date/Time stamp」、「Current Date/Time stamp
」がシステムアイテムにあるか否かを示すフラグである。「Reference Date/Time stamp
」では、例えばコンテンツパッケージが最初に作られた時間あるいは日付が示される。「
Current Date/Time stamp」では、コンテンツパッケージのデータを最後に修正した時間
あるいは日付が示される。
【００５１】
　ビットｂ３はピクチャアイテム、ビットｂ２はオーディオアイテム、ビットｂ１は補助
データアイテムがこのシステムアイテムの後にあるか否かを示すフラグであり、「１」と
されているときはそれぞれそのアイテムがこのシステムアイテムの後に存在することを示
す。
【００５２】
　ビットｂ０は、コントロールエレメントがこのシステムアイテムにあるか否かを示すフ
ラグであり、「１」とされているときはコントロールエレメントが存在することを示す。
なお、図示せずもビットｂ８，ｂ９が上述したように付加されて１０ビットのデータとし
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て伝送される。
【００５３】
　「Content Package Rate」を説明する。ビットｂ７～ｂ６は未定義領域(Reserved)であ
り、ビットｂ５～ｂ１では、１倍速動作における１秒当たりのパッケージ数であるパッケ
ージレート(Package Rate)が示される。ビットｂ０は１．００１フラグであり、フラグが
「１」に設定されているときは、パッケージレートが１／１．００１倍であることが示さ
れる。
【００５４】
　「Content Package Type」を説明する。ビットｂ７～ｂ５は、ストリーム内における、
当該ピクチャ単位の位置を識別するための「Stream Status」フラグである。この３ビッ
トの「Stream Status」フラグによって、以下の８種類の状態が示される。
　０：このピクチャ単位が、プリロール（pre-roll）区間、編集区間、ポストロール（po
st-roll）区間のいずれの区間にも属さない。
　１：このピクチャ単位が、プリロール区間に含まれているピクチャであり、この後に編
集区間が続く。
　２：このピクチャ単位が、編集区間の最初のピクチャ単位である。
　３：このピクチャ単位が、編集区間の中間に含まれているピクチャ単位である。
　４：このピクチャ単位が、編集区間の最後のピクチャ単位である。
　５：このピクチャ単位が、ポストロール区間に含まれているピクチャ単位である。
　６：このピクチャ単位が、編集区間の最初、かつ最後のピクチャ単位である（編集区間
のピクチャ単位が１つだけの状態）。
　７：未定義
【００５５】
　また、ビットｂ４は未定義領域(Reserved)である。ビットｂ３，ｂ２の「Transfer Mod
e」では、伝送パケットの伝送モードが示される。また、ビットｂ１，ｂ０の「Timing Mo
de」ではタイミングモードが示される。ここで、ビットｂ３，ｂ２で示される値が「０」
のときには同期モード(Synchronous mode)、「１」のときには等時性モード(Isochronous
 mode)、「２」のときは非同期モード(Asynchronous mode)とされる。ビットｂ１，ｂ０
で示される値が「０」のときには１フレーム分のコンテンツパッケージの伝送を第１フィ
ールドの所定のラインのタイミングで開始するノーマルタイミングモード(Normal timing
 mode)とされ、「１」のときにはその伝送を第２フィールドの所定のラインのタイミング
で開始するアドバンスドタイミングモード(Advanced timing mode)とされ、「２」のとき
はその伝送を第１および第２フィールドのそれぞれの所定のラインのタイミングで開始す
るデュアルタイミングモード(Dual timing mode)とされる。
【００５６】
　「Channel Handle」について説明する。この「Channel Handle」ワードは、複数の番組
のコンテンツパッケージが多重化されて伝送される場合に、各番組のコンテンツパッケー
ジを識別するためのものである。この「Channel Handle」ワードの１６ビットの値を判別
することで、多重化されているコンテンツパッケージをそれぞれ番組毎に分離することが
できる。
【００５７】
　「Continuity Count」について説明する。「Continuity Count」は、１６ビットのモジ
ュロカウンタである。このカウンタは、ピクチャ単位毎にカウントアップされると共に、
それぞれのストリームで独自にカウントされる。したがって、ストリームスイッチャ等に
よってストリームの切り替えがあるときは、このカウンタの値が不連続となって、切り替
え点（編集点）の検出が可能となる。なお、このカウンタは上述したように１６ビット（
２16＝６５５３６）のモジュロカウンタであって非常に大きいので、２つの切り替えられ
るストリームにおいて、切り替え点でのカウンタの値が偶然に一致する確率が限りなく低
く、切り替え点の検出のために、実用上充分な精度を提供できる。
【００５８】
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　「Continuity Count」の後には、上述したように「SMPTE Universal Label」、「Refer
ence Date/Time stamp」、「Current Date/Time stamp」が設けられる。さらに、その後
に、「Package Metadata Set」、「Picture Metadata Set」、「Audio Metadata Set」、
「Auxiliary Metadata Set」がパッケージ化されたアイテムに応じて設けられ、番組タイ
トル等のコンテンツパッケージの情報や、ピクチャやオーディオあるいは補助データのパ
ッケージ化されているアイテムに関する情報が示される。なお、「Picture Metadata Set
」、「Audio Metadata Set」、「Auxiliary Metadata Set」は、対応するアイテムが「Sy
stem Item Bitmap」のフラグによってコンテンツパッケージに内に含まれることが示され
たときに設けられる。
【００５９】
　さらに、これらの後に「Control Element」を設けることができる。この「Control Ele
ment」は、１バイトのエレメントタイプ識別子とそれに続く４バイトのワードカウントと
コントロールエレメントデータからなる。
【００６０】
　上述の「Time stamp」についてされに説明する。この「Time stamp」には１７バイトが
割り当てられており、最初の１バイトで「Time stamp」であることが識別されると共に、
残りの１６バイトがデータ領域として用いられる。ここで、データ領域の最初の８バイト
は、例えばＳＭＰＴＥ１２Ｍとして規格化されたタイムコード(Time-code)を示しており
、後の８バイトは無効データである。
【００６１】
　図７は、ＳＭＰＴＥ－１２Ｍとして規格化されたタイムコードの構成を示している。こ
のタイムコードは、「Frame」、「Seconds」、「Minutes」、「Hours」および４バイトの
「Binary Group Data」からなる。
【００６２】
　「Frame」について説明する。ビットｂ７はカラーフレームフラグ(Color Frame Flag)
であり、このカラーフレームフラグにより第１のカラーフレームであるか第２のカラーフ
レームであるかが示される。ビットｂ６はドロップフレームフラグ(Drop Frame Flag)で
あり、このドロップフレームフラグによりピクチャアイテムに挿入された映像フレームが
ドロップフレームであるか否かが示される。そして、ビットｂ５，ｂ４でフレームの１０
の位、ビットｂ３～ｂ０でフレームの１の位が示される。
【００６３】
　「Seconds」について説明する。ビットｂ７は、フィールド位相（ＮＴＳＣ）またはバ
イナリグループ０（ＰＡＬ）を示している。したがって、ＮＴＳＣ方式の場合には、この
ビットｂ７により第１フィールドであるか第２フィールドであるかが示される。そして、
ビットｂ６～ｂ４で秒の１０の位、ビットｂ３～ｂ０で秒の１の位が示される。
【００６４】
　「Minutes」について説明する。ビットｂ７は、バイナリグループ０（ＮＴＳＣ）また
はバイナリグループ２（ＰＡＬ）を示している。そして、ビットｂ６～ｂ４で分の１０の
位、ビットｂ３～ｂ０で分の１の位が示される。
【００６５】
　「Hours」について説明する。ビットｂ７は、バイナリグループ１を示している。ビッ
トｂ６は、バイナリグループ２（ＮＴＳＣ）またはフィールドフェーズ（ＰＡＬ）を示し
ている。したがって、ＰＡＬ方式の場合には、このビットｂ６により第１フィールドであ
るか第２フィールドであるかが示される。そして、ビットｂ５，ｂ４で時の１０の位、ビ
ットｂ３～ｂ０で秒の１の位が示される。
【００６６】
　また、上述した「Minutes」のビットｂ７および「Hours」のビットｂ７，ｂ６の３ビッ
トＢ０～Ｂ３（ＰＡＬ方式では、「Seconds」、「Minutes」、「Hours」のビットｂ７の
３ビットＦＰ，Ｂ０，Ｂ２）によって、「Binary Group Data」の各ＢＧ１～ＢＧ８にデ
ータがあるか否かが示される。この「Binary Group Data」では、例えばグレゴリオ暦(Gr
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egorian Calender)やユリウス暦(Julian Calender)での年月日を二桁で表示することがで
きるようになされている。
【００６７】
　上述した「Metadata Set」について、さらに説明する。図８は、「Metadata Set」の構
成を示している。「Metadata Set」は、セット内の「Metadata Block」のワード数を定義
する１ワードの「Metadata　Count」によって始められる。「００ｈ」のメタデータカウ
ント値は、有効な値であって、「Metadata Block」がないことを示す。この場合、「Meta
data Set」は、たった１ワード長のものとなる。
【００６８】
　図９Ａは「Package Metadata Block」の構成を示している。この「Package Metadata B
lock」は、１ワードの「Metadata Type」で始まり、次いで２ワードの「Word Count」（
図９Ｃ）が続き、「Metadata」自体で完結する。「Metadata Type」ワードでは、「Metad
ata」の種類が示される。「Word Count」では、ブロックの終わりまでのワード数（可変
長のブロックの「Word Count」に相当）が示される。
【００６９】
　図９Ｂは、「Item Metadata Block」の構成を示している。この「Item Metadata Block
」は、上述した「Package Metadata Block」と同様に、１ワードの「Metadata Type」で
始まり、次いで２ワードの「Word Count」（図９Ｃ）が続く。さらに、１ワードの「Elem
ent Type」および１ワードの「Element Number」と続き、「Metadata」自体で完結する。
「Element Type」および「Element Number」は、ピクチャ、オーディオ、補助データのア
イテムの関連するエレメントとの一意的なリンクのための情報である。
【００７０】
　次に、ピクチャ、オーディオおよび補助データのアイテムの構成を説明する。図１０は
、これらのアイテムの構成を示している。これらのアイテムは、１ワードの「Item Type
」から始まり、４ワードの「Word Count」および１ワードの「Item Header」が続き、そ
の後に「Element Data Block」が続く。「Item Type」は、上述したようにアイテムの種
類を示しており、ピクチャアイテムでは、「０５h」、オーディオアイテムでは「０６h」
、補助データアイテムでは「０７h」である。「Item Word Count」では、このブロックの
終わりまでのワード数（可変長ブロックの「Word Count」に相当）が示される。
【００７１】
　「Item Header」では、「Element Data Block」のワード数が示される。「Element Dat
a Block」がアイテムのデータ領域とされる。ここで、「Item Header」は８ビットで、「
Element Data Block」のワード数を示しているので、「Element Data Block」の数は１～
２５５の範囲（０は有効でない）となる。
【００７２】
　「Element Data Block」は、１ワードの「Element Type」から始まり、４ワードの「El
ement Word Count」および１ワードの「Element Number」が続き、「Element Data」で完
結する。「Element Type」および「Element Word Count」により、それぞれ「Element Da
ta」のデータ種類およびデータ量が示される。「Element Word Count」は、ＳＭＰＴＥ－
３０５Ｍで規定されたと同じフォーマットを有し、その値は「Element Number」に対して
「１」を加えた「Element Data」ワードの長さである。「Element Number」では、何番目
の「Element Data Block」であるかが示される。
【００７３】
　エレメントの一つであるＭＰＥＧ－２画像エレメントについて説明する。ＭＰＥＧ－２
画像エレメントは、いずれかのプロファイル若しくはレベルのＭＰＥＧ－２ビデオエレメ
ンタリストリーム（Ｖ－ＥＳ）である。プロファイルおよびレベルは、デコーダーテンプ
レートドキュメントで定義される。
【００７４】
　図１１は、ＳＤＴＩ－ＣＰエレメントフレームにおけるＭＰＥＧ－２　Ｖ－ＥＳのフォ
ーマット例を示している。この例は、キー、つまりＭＰＥＧ－２スタートコードを特定す
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る（ＳＭＰＴＥレコメンデッドプラクティスにしたがった）Ｖ－ＥＳビットストリーム例
である。ＭＰＥＧ－２　Ｖ－ＥＳビットストリームは、単純に同図に示されたようにデー
タブロックにフォーマットされる。
【００７５】
　次に、エレメントの一つである８チャネルＡＥＳ－３エレメントについて説明する。こ
のエレメントは、本来的に８チャネルまでの非圧縮ＡＥＳ－３オーディオデータを搬送す
るためのものであるが、既にＡＥＳ－３信号として符号化された圧縮ビットストリームや
他の非オーディオデータを搬送することもできる。
【００７６】
　図１２は、８チャネルＡＥＳ－３エレメントの構成を示している。このエレメントは、
「Element Header」、「Audio Sample Count」、「Stream Valid Flags」および「AES-3 
Data Area」で構成されている。
【００７７】
　「Element Header」について説明する。ビットｂ７は「FVUCP Valid Flag」であり、Ａ
ＥＳ(Audio Engineering Society)で規格化されたＡＥＳ－３のフォーマットにおいて定
義されているＦＶＵＣＰが、「Data Area」のＡＥＳ－３フォーマットのオーディオデー
タで設定されているか否かが示される。ビットｂ６～ｂ３は未定義領域（Reserved）であ
り、ビットｂ２～ｂ０で、５フレームシーケンスのシーケンス番号（5-sequence count）
が示される。
【００７８】
　ここで、５フレームシーケンスについて説明する。１フレームが５２５ラインの走査線
で（３０／１．００１）フレーム／秒のビデオ信号に同期すると共に、サンプリング周波
数が４８ｋＨｚであるオーディオ信号を、ビデオ信号の各フレームのブロック毎に分割す
ると、１ビデオフレーム当たりのサンプル数は１６０１．６サンプルとなり整数値となら
ない。このため、５フレームで８００８サンプルとなるように１６０１サンプルのフレー
ムを２フレーム設けると共に１６０２サンプルのフレームを３フレーム設けるシーケンス
が５フレームシーケンスと呼ばれている。
【００７９】
　図１３は、５フレームシーケンスを示している。すなわち、基準フレームに同期して、
例えばシーケンス番号１，３，５のフレームが１６０２サンプル、シーケンス番号２，４
のフレームが１６０１サンプルとされている。このシーケンス番号が、上述した「Elemen
t Header」のビットｂ２～ｂ０で示される。
【００８０】
　「Audio Sample Count」について説明する。この「Audio Sample Count」は、図１２に
示すように、ビットｃ１５～ｃ０を用いた０～６５５３５の範囲内の１６ビットのカウン
タであり、各チャネルのサンプル数が示される。なお、エレメント内では全てのチャネル
が同じ値を有するものである。
【００８１】
　「Stream Valid Flags」について説明する。この「Stream Valid Flags」では、８チャ
ネルの各ストリームが有効であるか否かが示される。ここで、各チャネルに意味のあるオ
ーディオデータが含まれている場合には、このチャネルに対応するビットが「１」に設定
されると共に、それ以外では「０」に設定されて、ビットが「１」に設定されたチャネル
のオーディオデータのみが伝送される。
【００８２】
　「AES-3 Data Area」について説明する。この「Data Area」の「ｓ２～ｓ０」は８チャ
ネルの各ストリームを識別のためのデータ領域である。「Ｆ」はサブフレームの開始を示
している。「ａ２３～ａ０」はオーディオデータであり、「Ｐ，Ｃ，Ｕ，Ｖ」はチャネル
ステータスやユーザビット、Ｖａｌｉｄｉｔｙビット、パリティ等である。
【００８３】
　次に、汎用のデータフォーマット（General Data Format）について説明する。この汎
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用のデータフォーマットは、全てのフリーフォームデータタイプを搬送するために使用さ
れる。しかし、このフリーフォームデータタイプには、ＩＴネイチャ（ワードプロセッシ
ングファイルやハイパーテキスト等）などの特別な補助エレメントタイプは含まれない。
【００８４】
　次に、メタデータの一つであるＭＰＥＧ－２画像編集メタデータについて説明する。こ
のメタデータは、編集およびエラーメタデータと、圧縮符号化メタデータと、ソース符号
化メタデータとの組み合わせである。これらのメタデータは、主として上述したシステム
アイテム、さらには補助データアイテムに挿入することができる。
【００８５】
　図１４Ａ～Ｃは、それぞれ、図６に示すシステムアイテムの「Picture Metadata Set」
領域に挿入されるＭＰＥＧ－２画像編集メタデータ内に設けられる「Picture Editing Bi
tmap」領域と、「Picture Coding」領域と、「MPEG User Bitmap」領域を示している。さ
らに、このＭＰＥＧ－２画像編集メタデータには、ＭＰＥＧ－２のプロファイルとレベル
を示す「Profile/Level」領域や、ＳＭＰＴＥ１８６－１９９５で定義されたビデオイン
デックス情報を設けることも考えられる。
【００８６】
　図１４Ａは、１ワードの「Picture Editing Bitmap」を示している。ビットｂ７および
ｂ６は「Edit flag」であり、編集点情報を示すフラグである。この２ビットのフラグに
よって、以下の４種類の状態が示される。
　００：編集なし
　０１：編集点が、このフラグが付いているピクチャ単位の前にある（Pre-picture edit
）
　１０：編集点が、このフラグが付いているピクチャ単位の後にある（Post-picture edi
t）
　１１：ピクチャ単位が１つだけ挿入され、編集点がこのフラグが付いているピクチャ単
位の前と後にある（single frame picture）
【００８７】
　つまり、ピクチャアイテムに挿入された映像データ（ピクチャ単位）が、編集点の前に
あるか、編集点の後にあるか、さらに２つの編集点に挟まれているか、を示すフラグを「
Picture Metadata Set」（図６参照）の「Picture Editing Bitmap」領域に挿入する。
【００８８】
　ビットｂ５およびｂ４は、「Error flag」である。この「Error flag」は、ピクチャが
修正できないエラーを含んでいる状態にあるか、ピクチャがコンシールエラーを含んでい
る状態にあるか、ピクチャがエラーを含んでいない状態にあるか、さらには未知状態にあ
るかを示す。ビットｂ３は、「Picture Coding」がこの「Picture Metadata Set」領域に
あるか否かを示すフラグである。ここで、「１」とされているときは、「Picture Coding
」が含まれていることを示している。
【００８９】
　ビットｂ２は、「Profile／Level」があるか否かを示すフラグである。ここで、「１」
とされているときは、当該「Metadata Block」に「Profile／Level」が含まれている。こ
の「Profile／Level」は、ＭＰＥＧのプロファイルやレベルを示すＭＰ＠ＭＬやＨＰ＠Ｈ
Ｌ等を示す。
【００９０】
　ビットｂ１は、「HV Size 」があるか否かを示すフラグである。ここで、「１」とされ
ているときは、当該「Metadata Block」に「HV Size 」が含まれている。ビットｂ０は、
「MPEG User Bitmap」があるか否かを示すフラグである。ここで、「１」とされていると
きは、当該「Metadata Block」に「MPEG User Bitmap」が含まれている。
【００９１】
　図１４Ｂは、１ワードの「Picture Coding」の構成を示している。ビットｂ７には「Cl
osed GOP」が設けられる。この「Closed GOP」は、ＭＰＥＧ圧縮したときのＧＯＰ（Grou
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p Of Picture）がＣｌｏｓｅｄ　ＧＯＰか否かを示す。
【００９２】
　ビットｂ６には、「Broken Link」が設けられる。この「Broken Link」は、デコーダ側
の再生制御に使用されるフラグである。すなわち、ＭＰＥＧの各ピクチャは、Ｂピクチャ
、Ｂピクチャ、Ｉピクチャ・・・のように並んでいるが、編集点があって全く別のストリ
ームをつなげたとき、例えば切り替え後のストリームのＢピクチャが切り替え前のストリ
ームのＰピクチャを参照してデコードされるというおそれがある。このフラグをセットす
ることで、デコーダ側で上述したようなデコードがされないようにできる。
【００９３】
　ビットｂ５～ｂ３には、「Picture Coding Type」が設けられる。この「Picture Codin
g Type」は、ピクチャがＩピクチャであるか、Ｂピクチャであるか、Ｐピクチャであるか
を示すフラグである。ビットｂ２～ｂ０は、未定義領域(Reserved)である。
【００９４】
　図１４Ｃは、１ワードの「MPEG User Bitmap」の構成を示している。ビットｂ７には、
「History data」が設けられている。この「History data」は、前の世代の符号化に必要
であった、例えば量子化ステップ、マクロタイプ、動きベクトル等の符号化データが、例
えば「Metadata Block」の「Metadata」内に存在するユーザデータ領域に、History data
として挿入されているか否かを示すフラグである。ビットｂ６には、「Anc data」が設け
られている。この「Anc data」は、
アンシラリ領域に挿入されたデータ（例えば、ＭＰＥＧの圧縮に必要なデータ等）を、上
述のユーザデータ領域に、Anc dataとして挿入されているか否かを示すフラグである。
【００９５】
　ビットｂ５には、「Video index」が設けられている。この「Video index」は、Video 
index領域内に、Video index情報が挿入されているか否かを示すフラグである。このVide
o index情報は１５バイトのVideo index領域内に挿入される。この場合、５つのクラス（
１．１、１．２、１．３、１．４および１．５の各クラス）毎に挿入位置が決められてい
る。例えば、１．１クラスのVideo index情報は最初の３バイトに挿入される。
【００９６】
　ビットｂ４には、「Picture order」が設けられている。この「Picture order」は、Ｍ
ＰＥＧストリームの各ピクチャの順序を入れ替えたか否かを示すフラグである。なお、Ｍ
ＰＥＧストリームの各ピクチャの順序の入れ替えは、多重化のときに必要となる。
【００９７】
　ビットｂ３，ｂ２には、「Timecode 2」、「Timecode 1」が設けられている。この「Ti
mecode 2」、「Timecode 1」は、Timecode ２，１の領域に、ＶＩＴＣ（Vertical Interv
al Time Code）、ＬＴＣ（Longitudinal Time Code）が挿入されているか否かを示すフラ
グである。ビットｂ１，ｂ０には、「H-Phase」、「V-Phase」が設けられている。この「
H-Phase」、「V-Phase」は、エンコード時にどの水平画素、垂直ラインからエンコードさ
れているか、つまり実際に使われる枠の情報がユーザデータ領域にあるか否かを示すフラ
グである。
【００９８】
　次に、メタデータの一つであるオーディオ編集メタデータについて説明する。このメタ
データは、編集およびエラーメタデータおよびソース符号化メタデータの組み合わせであ
る。これらのメタデータは、主として上述したシステムアイテム、さらには補助データア
イテムに挿入することができる。
【００９９】
　図１５Ａ～Ｄは、それぞれ図６に示すシステムアイテムの「Audio Metadata Set」領域
に挿入されるオーディオ編集メタデータ内に設けられる「Field/Frame flags」領域と、
「Audio Editing Bitmap」領域と、「CS Valid Bitmap」領域と、「Channel Status Data
」領域を示している。
【０１００】
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　ここで、有効とされているオーディオのチャネル数は、上述した図１２の「Stream Val
id Flags」によって判別することができる。また「Stream Valid Flags」が「１」に設定
されている場合には、「Audio Editing Bitmap」が有効となる。
【０１０１】
　図１５Ａは、１ワードの「Filed/Frame flags」を示している。ビットｂ７～ｂ０のそ
れぞれ第１～第８のチャネルのオーディオデータに対応し、「０」であるときはフレーム
単位でデータがパッキングされていることを示し、「１」であるときはフィールド単位で
データがパッキングされていることを示す。
【０１０２】
　図１５Ｂは、１ワードの「Audio Editing Bitmap」を示している。ビットｂ７，ｂ６の
「First edit flag」は第１フィールドの編集状況に関する情報を示し、ビットｂ５，ｂ
４の「First edit flag」は第１フィールドの編集状況に関する情報を示す。ビットｂ３
，ｂ２は、「Error flag」である。この「Error flag」では、修正できないようなエラー
が発生しているか否か等が示される。ビットｂ１，ｂ０は、未定義領域（Reserved）であ
る。
【０１０３】
　図１５Ｃは、１ワードの「CS Valid Bitmap」を示している。この「CS Valid Bitmap」
は、図１５Ｄに示すｎ（ｎ＝６，１４，１８あるいは２２）バイトの「Channel Status D
ata」のヘッダであり、データブロック内で２４のチャネルステータスワードのどれが存
在しているかが示される。ここで、ビットｂ７の「CS Valid1」は、「Channel Status Da
ta」の０から５バイトまでにデータがあるか否かを示すフラグである。同様に、ビットｂ
６～ｂ４の「CS Valid2」～「CS Valid4」は、それぞれ、「Channel Status Data」の６
から１３バイト、１４から１７バイト、１８から２１バイトまでにデータがあるか否かを
示すフラグである。
【０１０４】
　なお、「Channel Status Data」は２４バイト分とされており、最後から２番目の２２
バイトのデータによって０から２１バイトまでにデータがあるか否かが示されると共に、
最後の２３バイトのデータが、０から２２バイトまでのＣＲＣとされる。
【０１０５】
　図１６は、上述したＳＤＴＩ－ＣＰフォーマットによるストリーム（以下、「ＳＤＴＩ
－ＣＰトリーム」という）の伝送系の一例を示している。この伝送系１００は、ＶＴＲや
サーバ等からなるストレージデバイス１０１と、ＳＤＴＩ－ＣＰインタフェース１０２と
、伝送路１０４上に配置されたＳＤＴＩ－ＣＰストリームスイッチャ１０３とを有して構
成されている。
【０１０６】
　ストレージデバイス１０１には、複数のコンテンツパッケージが蓄積される。各コンテ
ンツパッケージは、上述したようにシステムアイテム、ピクチャアイテム、オーディオア
イテム、補助データアイテム等の複数のアイテムからなっている。ストレージデバイス１
０１より順次出力されるコンテンツパッケージはＳＤＴＩ－ＣＰインタフェース１０２に
供給される。ＳＤＴＩ－ＣＰインタフェース１０２は、各コンテンツパッケージをＳＤＴ
Ｉフォーマットの各映像フレームの伝送パケットのペイロード部に挿入し（図１参照）、
その伝送パケットを伝送路１０４に送出する。なお、このようにＳＤＴＩ－ＣＰフォーマ
ットによる伝送データ（ＳＤＴＩ－ＣＰストリーム）を伝送するときは、Ｐ／Ｓ変換およ
び伝送路符号化が行われた後に、伝送速度が２７０Ｍｂｐｓのシリアルデータとして伝送
される。
【０１０７】
　また、伝送路１０４より送られてくるＳＤＴＩ－ＣＰストリームは、ＳＤＴＩ－ＣＰイ
ンタフェース１０２に供給される。ＳＤＴＩ－ＣＰインタフェース１０２は、このＳＤＴ
Ｉ－ＣＰストリームを受信し、各映像フレームの伝送パケットのペイロード部に挿入され
ている各コンテンツパッケージを抽出し、これをストレージデバイス１０１に順次供給す
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る。ストレージデバイス１０１は、ＳＤＴＩ－ＣＰインタフェース１０２より順次送られ
てくるコンテンツパッケージを記録媒体に順次蓄積していく。
【０１０８】
　なお、ストレージデバイス１０１は、システムアイテム、ピクチャアイテム、オーディ
オアイテム、補助データアイテム等からなるコンテンツパッケージを蓄積する代わりに、
ＭＰＥＧビデオデータやオーディオデータ、さらにはメタデータ自体を蓄積するようにし
てもよい。
【０１０９】
　この場合、ストレージデバイス１０１より各映像フレーム毎のビデオデータ、オーディ
オデータ、メタデータ等が出力されてＳＤＴＩ－ＣＰインタフェース１０２に供給される
。そして、ＳＤＴＩ－ＣＰインタフェース１０２は、それら各データよりシステムアイテ
ム、ピクチャアイテム、オーディオアイテム、補助データアイテム等を作成した後にパッ
キングして各映像フレームのコンテンツパッケージを得、さらに各コンテンツパッケージ
をＳＤＴＩフォーマットの各映像フレームの伝送パケットのペイロード部に挿入し、その
伝送パケットを伝送路１０４に送出する。
【０１１０】
　またこの場合、伝送路１０４よりＳＤＴＩ－ＣＰストリームを受信したＳＤＴＩ－ＣＰ
インタフェース１０２は、各映像フレームの伝送パケットのペイロード部に挿入されてい
る各コンテンツパッケージを抽出し、さらにそのコンテンツパッケージを構成するシステ
ムアイテム、ピクチャアイテム、オーディオアイテム、補助データアイテム等のアイテム
よりビデオデータ、オーディオデータ、メタデータ等のデータを得て、これをストレージ
デバイス１０１に順次供給する。ストレージデバイス１０１では、ＳＤＴＩ－ＣＰインタ
フェース１０２より順次送られてくるビデオデータ、オーディオデータ、メタデータ等の
データが蓄積される。
【０１１１】
　また、図１６に示す伝送系におけるストリームスイッチャ１０３はマトリックススイッ
チャであり、このストリームスイッチャ１０３により、ＳＤＴＩ－ＣＰストリームの切り
替えが行われる。このＳＤＴＩ－ＣＰストリームの切り替えは、垂直同期（Ｖ－ｓｙｎｃ
）区間、具体的にはＮＴＳＣ５２５方式で第１０ライン、ＰＡＬ６２５方式では第６ライ
ンで切り替えが行われる。
【０１１２】
　次に、ＶＴＲ編集を行う場合について説明する。図１７は、ＶＴＲ編集を行う場合にお
ける伝送系の一例を示している。この伝送系２００は、再生側のＶＴＲ２０１ＡおよびＳ
ＤＴＩ－ＣＰインタフェース２０２Ａと、記録側のＶＴＲ２０１ＢおよびＳＤＴＩ－ＣＰ
インタフェース２０２Ｂとが、伝送路２０３で接続されて構成されている。
【０１１３】
　この場合、ＶＴＲ２０１Ａで再生されるコンテンツパッケージもしくはビデオデータ、
オーディオデータ、メタデータ等のデータがＳＤＴＩ－ＣＰインタフェース２０２Ａに供
給され、このＳＤＴＩ－ＣＰインタフェース２０２Ａより伝送路２０３にＳＤＴＩ－ＣＰ
ストリームが送出される。
【０１１４】
　ここで、上述したように、システムアイテム（図６参照）の「Content Package Type」
ワードのビットｂ７～ｂ５は、ストリーム内における、当該ピクチャ単位の位置を識別す
るための「Stream Status」フラグとされている。ＳＤＴＩ－ＣＰインタフェース２０２
Ａより出力されるＳＤＴＩ－ＣＰストリーム内の各ピクチャ単位毎の３ビットの「Stream
 Status」フラグは、編集区間に対応して設定されている。
【０１１５】
　図１８は、フラグ設定の一例を示している。プリロール区間ＳPRでは、各ピクチャ単位
のフラグが「１」に設定されている。編集区間ＳEDでは、最初のピクチャ単位のフラグが
「２」に設定され、最後のピクチャ単位のフラグが「４」に設定され、さらに中間のピク
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チャ単位のフラグが「３」に設定されている。また、ポストロール区間ＳPOでは、各ピク
チャ単位のフラグが「５」に設定されている。
【０１１６】
　図１９は、フラグ設定の他の例を示している。プリロール区間ＳPRおよびポストロール
区間ＳPOにおけるフラグの設定は図１８に示す例と同じであるが、編集区間ＳEDには一つ
のピクチャ単位しかないことから、このピクチャ単位のフラグは「６」に設定されている
。
【０１１７】
　図１７の伝送系において、再生側のＳＤＴＩ－ＣＰインタフェース２０２Ａより出力さ
れるＳＤＴＩ－ＣＰストリームは、伝送路２０３を介して、記録側のＳＤＴＩ－ＣＰイン
タフェース２０２Ｂに供給される。このＳＤＴＩ－ＣＰインタフェース２０２Ｂは、その
ＳＤＴＩ－ＣＰストリームを受信し、各映像フレームの伝送パケットのペイロード部に挿
入されている各コンテンツパッケージを抽出し、このコンテンツパッケージ、もしくはそ
のコンテンツパッケージに含まれるビデオデータ、オーディオデータ、メタデータ等のデ
ータを、ＶＴＲ２０１Ｂに順次供給する。
【０１１８】
　そして、ＶＴＲ２０１Ｂは、上述した３ビットの「Stream Status」フラグの設定に基
づいて、現在のピクチャ単位が、プリロール区間ＳPRに属するか、編集区間ＳEDに属する
か、ポストロール区間ＳPOに属するかを判断して、記録制御をする。すなわち、図２０に
示すように、ＶＴＲ（Ａ）［ＶＴＲ２０１Ａ］側からのストリームがプリロール区間ＳPR
に入ると、ＶＴＲ（Ｂ）［ＶＴＲ２０１Ｂ］ではテープ駆動系等の動作が開始され、サー
ボ等の同期がとられる。そして、ＶＴＲ（Ａ）側からのストリームが編集区間ＳEDに入る
と、ＶＴＲ（Ｂ）では記録が開始される。さらに、ＶＴＲ（Ａ）側からのストリームが編
集区間ＳEDを終了し、ポストロール区間ＳPOに入ると、ＶＴＲ（Ｂ）ではテープ駆動系等
の動作が停止される。これにより、ＶＴＲ編集が良好に行われる。
【０１１９】
　なお、上述実施の形態においては、ピクチャ単位がフレーム単位である例を示したが、
ピクチャ単位はそれに限定されるものでなく、フィールド単位、あるいはその他の単位で
あるものにも、この発明を同様に適用することができる。
【０１２０】
　以上説明したように、この発明においては、受信された伝送パケットより、映像データ
のピクチャ単位でストリーム情報を持つ付属データと、映像データおよび／または音声デ
ータからなる主データとが抽出され、ストリーム情報に基づいて、主データの記録制御が
行われる。例えば、プリロール区間でＶＴＲのテープ駆動系等の動作を開始させてサーボ
等の同期をとり、編集区間で主データの記録を行い、その後のポストロール区間でＶＴＲ
のテープ駆動系等の動作を停止させる。したがって、この発明により、ＶＴＲ編集を良好
に行うことができる。
【０１２１】
産業上の利用可能性
　以上のように、この発明に係るデータ伝送方法および装置、並びにデータ受信方法およ
び装置は、動画像信号および音声信号等を伝送路を介して送信側から受信側に伝送するテ
レビ会議システム、テレビ電話システム、放送用機器などに適用して好適である。
【図面の簡単な説明】
図１は、ＳＤＴＩ－ＣＰフォーマットを説明するための図である。図２は、ＳＤＴＩ－Ｃ
Ｐフォーマットのアンシラリデータ部内のヘッダの構成を示す図である。図３は、コンテ
ンツパッケージの基本的構成を示す図である。図４は、ＭＰＥＧ－２のＧＯＰの例を使用
したコンテンツパッケージの配置を示す図である。図５は、ＳＤＴＩ可変長ブロックの構
成を示す図である。図６は、システムアイテムの構成を示す図である。図７は、ＳＭＰＴ
Ｅ－１２Ｍとして規格されたタイムコードの構成を示す図である。図８は、メタデータセ
ットの構成を示す図である。図９Ａ～図９Ｃは、「Ｉｔｅｍ　Ｍｅｔａｄａｔａ　Ｂｌｏ
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ｃｋ」の構成を示す図である。図１０は、ピクチャ、オーディオ、補助データのアイテム
の構成を示す図である。図１１は、ＳＤＴＩ－ＣＰエレメントフレームにおけるＭＰＥＧ
－２　Ｖ－ＥＳのフォーマット例を示す図である。図１２は、８チャネルＡＥＳ－３エレ
メントの構成を示す図である。図１３は、５フレームシーケンスを説明するための図であ
る。図１４Ａ～図１４Ｃは、ＭＰＥＧ－２画像編集メタデータを説明するための図である
。図１５Ａ～図１５Ｄは、オーディオ編集メタデータを説明するための図である。図１６
は、ＳＤＴＩ－ＣＰストリームの伝送系の一例を示すブロック図である。図１７は、ＶＴ
Ｒ編集を行う場合における伝送系の一例を示すブロック図である。図１８は、「Ｓｔｒｅ
ａｍ　Ｓｔａｔｕｓ」フラグの設定の一例を示す図である。図１９は、「Ｓｔｒｅａｍ　
Ｓｔａｔｕｓ」フラグの設定の他の例を示す図である。図２０は、「Ｓｔｒｅａｍ　Ｓｔ
ａｔｕｓ」フラグを使用したＶＴＲ編集の動作を説明するための図である。
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